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梅雨があけると、子どもたちにとって楽しい夏がやってきま

す。水遊びが始まる前に、水いぼ、とびひなどの皮膚の病気や

結膜炎、中耳炎など目・耳・鼻の病気が疑われたら早めにお医

者さんに相談しましょう。

複 数 の 感 染 症 が 流 行 し て い ま す

新型コロナウイルス感染症が出てくるまで、ひとつの感染症が流行していると

きは、ほかの感染症はあまり流行しないという特徴がありました。そして、イン

フルエンザやＲＳウイルスは冬期に流行するといった規則性がありました。しか

し、新型コロナウイルス感染症が世界的に流行してから３年たち、岩手県内でも

新型コロナウイルス感染症のほかにインフルエンザ（現在は減少傾向）、溶連菌、

感染性胃腸炎など複数の感染症が同時に流行するという現象が起こっています。

いち早くお子さんの体調の変化に気づくためにも、お子さんの元気が無いな、

熱は無いけどいつもと違うなと感じたときは、職員にひとことお知らせください

ね。

今年の感染症動向は今までと違う？

はしか（麻疹）感染者が県をまたいで増えています

東北では「はしか」の報告はありませんが、国内ではじわじわと感

染者が増えています。

「はしか」は、同じ部屋に居るだけでも感染すると言われるほど感染

力が強いことが特徴です。

１歳を過ぎてまだ１回目の予防接種を受けていないお子さんはお早めに、          

年長児クラスのお子さんは２回目の麻疹風疹予防接種を受けましょう。


